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水文調査業務遂行事例の紹介 

サイトウコンサルタント(株)  桒本 忠夫 

 

1. はじめに 

令和元年5月12日に全線開通した鳥取西道路では，平成

20年12月より工事の進捗状況を考慮しながら順次水文調

査が開始され，現在も観測が継続されている． 

本稿では，当社が平成24年度に担当した鳥取西道路水

文調査業務の遂行事例を紹介する． 

 

2. 水文調査業務の概要 

鳥取西道路水文調査は，観測初年度から平成23年度ま

で広域型コンサルタントが担当し，当社が担当した平成

24年度以降，鳥取県内に本店のあるコンサルタントが担

当している． 

当社が担当した水文調査業務の概要は，表-1に示すと

おりである． 

表-1 水文調査業務の概要 

 

 

3. 既存資料調査・現地調査・現地観測 

過年度より継続される水文調査では，着手後速やかに

既存資料調査を行い，観測地点の詳細情報や留意点など

を理解し，関係者挨拶や現地調査を行ったうえで，調査

実施計画を立案する．また，関係者挨拶時には，観測地

点の妥当性や観測時の要望などの情報を入手し，これら

の調整を行う． 

具体例としては，①過年度までの地区共有湧水観測施

設が間違っている．②台所の水道を使用する揚水量調査

は在宅している9時あるいは13時前に実施していただき

たい．などの情報を入手し，①については発注者と調整

のうえ，正規の観測地点と過年度までの観測地点の2個所

を観測する．②については観測日毎に朝一番で9時までに

観測を終了する．などの実施方針を定める． 

現地観測時には，③対象施設は当家の所有物であり，

毎年その旨を担当者へ申し渡しているが，本年も立ち入

り挨拶がなかった．④観測地点への進入路となる農道は，

幅員が狭く農作業へ支障をきたす可能性があるため，進

入を控えていただきたい．など地元の強い申し出を受け

ることがある． 

過年度までの報告書に申し送り事項の記載はないが，

継続業務の観点より，②～④項のような留意事項は次年

度以降へと確実に継承していくことが望ましいと考えら

れる． 

 

4. 報告内容の改訂事項 

1) 水文調査は地質調査業務として発注されているため，

地形･地質概要などを加筆． 

 

図-1 業務地周辺の地形分類図1) 

 

図-2 業務地周辺の表層地質図2) 

 

写真-1 施工計画と観測位置の関係 

2) 飲料水適否判定試験13項目と農業用水適否判定試験

9項目の概要を加筆． 

項目･工種･種別･細別 規格 単位 数量 摘要
1. 一般調査
 井戸水位観測 自記水位計 回 107  10→9箇所，1回/月

 井戸水位観測 テスター式 回 251  19→22箇所，1回/月

 井戸揚水量観測 容器法 回 135  36→34箇所，4回/年

 井戸流量観測 容器法 回 75  1→9箇所，1回/月

 ため池水位観測 自記水位計 回 36  4→3箇所，1回/月

 ため池水位観測 テスター式 回 60  5箇所，1回/月
 ため池流量観測 容器法 回 12  1箇所，1回/月
 沢流量観測 容器法 回 105  8→9箇所，1回/月
 沢流量観測 断面法 回 60  5箇所，1回/月
2. 水質調査
 試料採水 回 131  37箇所
 飲料水適否試験 13項目 回 119 29→30箇所，4回/年

 農業用水適否試験 9項目 回 12  6箇所，2回/年
3. 解析等調査
 観測データ整理 回 972
 データ解析及び評価 箇所 132
4. その他
 電子成果品作成 式 1  電子媒体(CD-R等)2部

 打合せ 式 1  着手・中間・納入時

【90】 
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表-2 飲料水適否判定試験 13 項目の概要 3) 

 

表-3 農業用水適否判定試験 9 項目の概要 

 
 

3) 申し送り事項の加筆． 

①今年度行った定期観測を開始するまでの主な手順

を，現地立ち入り手順として整理するとともに，本

年度地元へ配布した案内文を参考資料として添付

した． 

②調査実施上の留意事項として，図-3に車両進入留意

箇所，観測時間・挨拶先留意箇所を加筆，図-4に観

測地点の特性を加筆するほか，「水質試験結果の提

供」，「観測地点の変更案」，「観測時の携帯物」など

について整理した． 

③主な継続課題として，図-5に一般廃棄物最終処分場

跡地の存在を加筆するほか，「ゴルフ倶楽部敷地内

にある利水施設の観測についての調整」，「水文調査

の基礎資料となる井戸・ため池・沢などの台帳調査

が未実施のⅢ期地区水文調査」などに関する資料を

整理した． 

 

 

 

 

 

図-3 調査計画模式平面図(その1) 

 

 

図-4 調査計画模式平面図(その2) 

 

 

図-5 調査計画模式平面図(その3) 
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昭和51年3月 

2)5万分の1表層地質図「鳥取北部・鳥取南部」，同上 

3)「水道水質基準ガイドブック」，日本環境管理学会， 

広島市水道局・金沢市保健所のホームページなど 

4)東京都農業試験場，昭和42年 

5)愛知県農業試験場，昭和39年 

一般細菌

1mlの検水で形
成される集落
数が100個以下
であること

一般細菌は，水や土中に生育している細菌のことで，ほとんどが無害な細菌といわれている。
清浄な水に少なく，汚濁された水に多い傾向があるため，水の汚染状況や飲料水の安全性を判定す
るための指標となる。また，消毒が有効に機能しているかの判断基準にもなる。
【主な不適の原因】し尿，下水，排水等による汚染の疑いを示す。
【身体に対する影響等】経口伝染病等消化器系病原菌による疾病など汚染の指標となり得る。

大腸菌
検出されない
こと

人や温血動物の腸管内に常在する微生物で，糞便とともに体外へ排出される。大腸菌が検出された
場合，糞便に由来する病原微生物に汚染されている可能性がある。
【主な不適の原因】し尿，下水，排水等による汚染の疑いを示す。
【身体に対する影響等】経口伝染病等消化器系病原菌による疾病など汚染の指標となり得る。

無
機
物
質

硝酸態窒素及
び亜硝酸態窒
素

10mg/l以下で
あること

硝酸態窒素は人体に影響を与えないが，亜硝酸性窒素は血液中のヘモグロビンと反応し，酸素を運
べなくするため多量に服用すると窒息状態になる。地下水では，通常，浅層水に多く存在し，深層
水では少ない。
基準値は，乳幼児への毒性を考慮して設定されている。
【主な不適の原因】地質による影響と流出した肥料成分，し尿･下水等による汚染が過去にはなは
だしかったことを示す。
【身体に対する影響等】乳児(6ヵ月未満)が高濃度の水を摂取するとメトヘモグロビン血症をおこ
し，呼吸作用を阻害。

鉄及びその化
合物

鉄の量に関し
て，0.3mg/l以
下であること

鉄は，人間にとって必須の元素で，成人で約4.5gを体内に保有しており，1日必要摂取量は約10mg
である。
【主な不適の原因】地質による影響と配管等の腐食，工場排水の混入による汚染の疑いを示す。
【身体に対する影響等】洗濯の時衣類を赤くする，お茶の味を悪くするという観点から基準値を定
めている。(赤水障害)

カルシウム・
マグネシウム
等(硬度)

300mg/l以下で
あること

CaとMgの合計量をいい，石鹸の泡立ちがよい水を軟らかい水(軟水)，泡立ちの悪い水を硬い水(硬
水)という。
【主な不適の原因】地質による影響と海水，工場排水，下水等の混入の疑いを示す。水道ではモル
タルライニング管やコンクリート構造物，あるいは水の石灰処理によって増加することもある。
【身体に対する影響等】高濃度で胃腸障害をおこす場合もある。硬度の高い水は石鹸の泡立ちが悪
く，日常生活に影響が大きい。ボイラー水に不適。適度の硬度(10～100mg/L)の水は飲料水として
美味である。

有
機
物
質

有機物(全有機
炭素(TOC)の
量)

3mg/l以下であ
ること

全有機炭素(TOC)とは，水中の有機物の量を，有機化合物を構成する炭素の量で示したもの。
有機物等による汚染の度合いを表し，基準値は，水道水の味を悪くしない量として設定されてい
る。
【主な不適の原因】し尿，下水，排水等による汚染の疑いを示す。
【身体に対する影響等】物質を特定できないため，健康影響については不明である。

塩化物イオン
200mg/l以下で
あること

塩化物イオンは，食塩の成分で，消毒用に入れる塩素とは異なる。
【主な不適の原因】土壌に由来するフミン質を多く含む水は有機物量が多いが，河川水等にふん
尿，下水または工場排水等が混入した場合にも増加。一般に集中豪雨などによる河川増水時には，
濁度とともに増加する。
【身体に対する影響等】塩素イオンは4000mg/ｌ以上で心臓病，腎臓病患者に有害といわれる。

蒸発残留物
500mg/l以下で
あること

蒸発残留物は，水を蒸発させた後に残るミネラルなどの総量のことで，カルシウム，マグネシウ
ム，シリカ，ナトリウム，カリウムなどが含まれる。基準値は，水道水の味を悪くしない量として
設定されている。
【主な不適の原因】水中へのいろいろな不純物の溶解の疑いを示す｡
【身体に対する影響等】溶解性物質の量を示し，清澄な水はその量が少ない。

pH値
5.8以上8.6以
下であること

一般に自然水のpH値は他からの影響がない限り安定しているが，降雨，地層の影響，土壌・工場排
水・汚染物質等の混入，プランクトンの発生等により敏感に変化する。また，水に何かが混入した
場合，pH値が敏感に反応する。
【主な不適の原因】下水，し尿，工場排水等の混入の疑いを示す。地下水(深井戸)は低いこと(酸
性)が多い。
【身体に対する影響等】水の中性，アルカリ性，酸性を示す。飲料水としては中性(ｐＨ値7)付近
にあることが望ましい。酸性の水は水道施設を腐食する。

味
異常でないこ
と

純粋な水は無味であるが，不純物(藻類の発生によるにおい物質・工場排水・化学薬品等の混入，
地下水の場合は硫化水素や鉄に起因することや海水の混入等)が入ると味がすることがあり，不純
物が多量に入ると塩辛さや渋み等を感じる。
基準値は，「異常な味がしないこと」と定められている。
【主な不適の原因】下水，し尿，工場排水，薬品混入，地質の影響を示す。
【身体に対する影響等】異常な味は飲料水として適さない。また汚染の指標となり得る。

臭気
異常でないこ
と

臭気とは，水のにおいのことで，水道水は塩素を入れるため，塩素臭がある。
カビ臭物質や油等が混入すると，水道水では塩素臭以外のにおいがするようになる。
【主な不適の原因】下水，し尿，工場排水，微生物の繁殖，薬品混入，地質の影響を示す。
【身体に対する影響等】異常な臭気は飲料水として適さない。また汚染の指標となり得る。

色度
5度以下である
こと

色の度合いを数値化したもので，基準値は，肉眼でほとんど色を感じられない値として設定。
【主な不適の原因】下水，汚水の混入や鉄，マンガン，微生物の繁殖影響を示す。
【身体に対する影響等】清澄な水は無色透明である。

濁度
2度以下である
こと

水に浮遊する微小粒子を濁りの程度で表したもので，基準値は，肉眼でほとんど濁りを感じられな
い値として設定。
【主な不適の原因】下水,汚水,土砂,薬品等の混入や管内塗装亜鉛メッキの溶出，浄水給配水施設
の欠陥の疑いを示す。
【身体に対する影響等】清澄な水は無色透明である。

観点 解説

除鉄装置取付，
浄化器取付

基準値分析項目

微
生
物

人
の
健
康
に
影
響
を
与
え
る
項
目

無
機
物
質

生
活
利
用
上
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
項
目

そ
の
他

(

基
本
的
性
状

)

浄水器によるろ過

原因の追求・除去
浄化器の取付，
ろ過器の取付

アルカリ剤(消石灰等)・酸
性剤(硫酸等)の投入，エア
レーション等によるpHコン
トロールが一般的である

対策等

煮沸消毒，
塩素滅菌装置取付

煮沸消毒，
塩素滅菌装置取付

水源の転換,
飲料用以外で利用

分類

通常の浄水方法では除去で
きない
ナノろ過，イオン交換，石
灰軟化による除去性がある

通常の浄水方法では除去で
きない
イオン交換，膜ろ過による
除去性がある

通常の浄水方法(凝集沈殿
＋ろ過)，生物処理，オゾ
ンによる除去性がある

そ
の
他

(

色
・
味

)

通常の浄水方法では除去で
きない
イオン交換，膜ろ過による
除去性がある

水素イオン濃度
(pH)

6.0 以上 7.5 以下

化学的酸素要求量
(COD)

6 mg/l 以下である
こと

浮遊物質量
(SS)

100 mg/l 以下であ
ること

溶存酸素量
(DO)

5 mg/l 以下である
こと

全窒素
(T-N)

1 mg/l 以下である
こと

銅
(Cu)

0.02 mg/l 以下であ
ること

亜鉛
(Zn)

0.5 mg/l 以下であ
ること

砒素
(As)

0.05 mg/l 以下であ
ること

電気伝導度
(塩類濃度)
(EC)

300 μS/cm 以下で
あること

参表-1 用水の窒素濃度と水稲生育収量の関係
4)

参表-2 CODと水稲被害率との関係
5)

T-N 生育収量への影響 COD 被害率（％）

1 mg/l 以下 まったくなし 5.6 mg/l 以下 0

1～3 mg/l やや過繁茂 5.6 ～ 8.2 mg/l 0 ～ 5

3～5 mg/l
過繁茂，ときに収量

減
8.2 ～15.0 mg/l 5 ～ 10

5～10 mg/l 収量減 15.0 ～ 20.0 mg/l 10 ～ 12

10 mg/l 以上 収量激減

農業用水基準分析項目 主たる害微

 1. 酸性の強い場合，根の発育が悪くなり獅子尾状根などが発生。
 2. アルカリ性が強い場合，鉄欠乏などによるクロロシス(黄化現象)
  が発生。

 1. 土壌還元の促進。
 2. 有害物質(硫化水素，有機酸など)の発生。

 潅漑水中の塩類濃度が高くなると，
 1. 浸透圧の増加により根に吸水阻害が起こる。

 2. 塩類の成分組成，成分濃度のアンバランスより作物の養分吸収に
  異常が起り，栄養と代謝が阻害される。
 3. 外見としては，最初，葉先に黒褐色の斑点が生じ，その後その部
  分から下部へ白葉枯葉の外縁部の葉枯れに拡大して葉の先枯れが起

  こる。また，下葉は葉鞘付近から屈折下垂して流れ葉となる。

 水中に浮遊する無機質の微粒懸濁物が水田に流入した場合，土壌中の間隙
が詰まり，土壌の物理的性質(とくに透水性，

 根の生育が害され，新根の発生，根長，根重が劣る。
 また，根の呼吸が衰え，養分の吸収が悪く，玄米収量が減少する。

 水稲に対する窒素の過剰害は次の諸特徴として現れる。
 1. 過繁茂，2. 倒伏，3. 登熟不良，4. もみ殻の大きさの縮小，

 葉の先端部から黄化し，根が萎縮して伸びない。

 1. 葉脈間がクロロシスを呈し，青枯れ的症状を示す。
 2. 根の生育が阻害される。

 1. 葉脈を残し黄変葉となり，さらに症状が進めば白葉化する。
 2. 黄化葉は新葉から始まる。根は腐根となり，新根の発生抑制被害


